
被
災
学
生
支
援
、
被
災
大
学
支
援
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

-

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
○
一
三
参
加
報
告

大

日

方

聖

信

●
本
連
盟
広
報
・
情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員
／
上
智
大
学
学
術
情
報
局
長

一

は
じ
め
に

平

成
二
十
五

年
八
月

七
日

、
岩
手

大
学
工

学
部
テ

ク
ノ
ホ

ー
ル

に
お

い
て
、
日
本
私

立
大
学
団

体
連
合
会

及
び
日

本
私
立
短

期
大
学
協
会

主

催

に
よ
る
「
東
日

本
大
震

災
の
被
災

地
に
お

け
る
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
二

○

一
三

」

が
開
催

さ
れ
た

。
東

日
本
大

震
災
直

後
の
平
成
二

十
三
年

の
東

北

学
院

大

学
（
宮
城
県
仙
台
市
）
、
昨
年

（
平
成
二
十
四

年
）
の
郡

山

女

子

大
学

・
同
短

期
大

学

部
（
福
島
県
郡
山
市
）
に
引

き
続

き
第
三

回

の

今
年

は
、
岩
手
大

学
を
会
場

に
し
て

、
教
育
関

係
者
を

中
心
に
地
域

の

方

々
を
含
め
約
二
百

名

の
参
加
者
を

迎
え
て
行

わ
れ
た

。
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
は

、
昨
年

に
引

き
続

い
て
「
東
日

本
大
震
災

を
超
え

て
：

大
学

の
な
す

べ
き
こ
と
、

で
き
る
こ
と
-

教
育
の
復
興
な
く
し
て
地
域

の
復
興
と
国
の
再
生
な
し
」

で
あ

っ
た
。

今

回

は
、
「

い
わ

て
高
等

教
育

コ
ン

ソ

ー
シ
ア

ム
」
の
共

催

を
得

て

被
災
地
岩
手
県
の
各
大
学
の
取
組
み
を
中
心
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
た
。「
い
わ
て
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
は
、
岩
手
県
内
に

あ
る
岩
手
大
学
、
岩
手
県
立
大
学
、
岩
手
医
科
大
学
、
富
士
大
学
、
盛

岡
大
学
の
五
大
学
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
続
け
て
い
た
「
い
わ
て
五
大

学
学
長
会
議
」
を
発
展
さ
せ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学

省
の
各
種
事
業
に
継
続
し
て
採
択
さ
れ
、
地
域
の
人
材
育
成
や
地
域
活

性
化
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
沼
淳
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
副
会
長
・
文
化
学
園
大
学
理
事

長
・
学
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
清
家
篤

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
会
長
・
慶
應
義
塾
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。
清
家
氏
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り
、
関
係
者
並
び

に
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
後
援
や
積
極
的
な
取
材
活
動
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
回
を
含
め
計
三
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
語
り
、
地
域
貢
献
を
通
じ
て
日
本
の
復
興
に
役
立
つ
人
材
を



育
成
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
大
学
が
被
災
地
と
と
も
に
歩
み
、
手
を

収
り
合
っ
て
被
災
地
の
復
興
に
協
力
す
る
た
め
に
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
よ
う
に
大
学
関
係
者
と
地
域
の
人
々
が
共
に
集
う
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
小
松
親
次
郎
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
長
、

達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
及
び
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。

小
松
部
長
は
、
震
災
後
か
ら
大
学
が
支
援
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
、

地
域
の
復
旧
・
振

興
に
尽
力
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、

被
災
地
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
同
一

テ
ー
マ
で
連
続
開

催
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
関
係

者
の
努
力
に
対
し

敬
意
を
表
し
た
。

ま
た
文
部
科
学
省

と

し
て

も
、

復

旧
・
復
興
に
係
る

予
算
措
置
を
通
じ

て
、
大
学
の
経
営

安
定
や
学
生
の
教
学
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
原
子
力
災

害
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
他
の
復
興
事
業
と
併
せ
て
進
め
て

い
く
こ
と
を
強
調
し
た
。

達
増
知
事
は
、
平
成
二
十
五
年
を
岩
手
県
の
「
復
興
加
速
年
」
と
位

置
づ
け
、
被
災
地
で
あ
る
三
陸
地
域
の
再
生
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
大

学
を
含
め
関
係
者
の
連
携
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
谷
藤
市
長

は
、
被
災
者
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
が
い
る
現
状
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
特
に
「
い
わ
て
高
等
教
育

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
は
、
地
域
の
中
核
を
担
う
人
材
育
成
に
期
待
し
、

こ
の
取
組
み
が
岩
手
県
の
復
興
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

二

基
調
講
演

岩
手
大
学
学
長
の
藤
井
克
己
氏
よ
り
、「
震
災
地
岩
手
か
ら
の
発
信
-

い
わ
て
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
み
」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
現
在
ま
で
の
い
わ
て
高
等

教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
岩
手
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

藤
井
氏
は
、
ま
ず
岩
手
県
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
同
県
の
大

学
進
学
率
は
、
周
辺
地
域
と
比
ベ
一
○
％
も
低
い
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
自
宅
か
ら
通
学
で
き
る
内
陸
部
と
高
等
教
育
機
関
が
少
な
い
三
陸
沿

岸
で
は
、
同
じ
岩
手
県
内
で
あ
っ
て
も
大
学
進
学
率
に
差
が
出
て
し
ま

っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
震
災
直
後
に
出
さ
れ
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の



学

長
宣
言
で

は
、
大

学
進
学
率

の
向
上

や
中

核
人
材

の
育
成

に
努
め
る

こ

と
を
う
た

い
、
被
災

地
の
高

校
生
に
進

学
を
断
念

さ
せ
な

い
取

組
み

を

進
め
て

い
る
。
ま

た
、
地
域

の
産
業
振
興

の
た

め
に
は
卒
業

後
の
地

元

定
着
率

の
向

上

が
課

題
で
あ

る
こ
と
な

ど
を
強
調
し

た
。
そ
し

て
、

岩
手

の
復
興

を
人
材
育

成
に
求

め
、
三

つ
の
「
生
」
-

生
命
（
い
の
ち
）
、

生

活
（
暮
ら
し
）
、
生
業

（
な
り
わ
い
）
-

を

柱
に

、
復
興

人
材

の
育

成

を
大
学
や
地

域
の
連

携
で
進

め
て

い
く
必
要

が
あ

る
こ

と
を
示

し
た
。

い
わ
て
高
等

教
育
コ

ン
ソ

ー
シ
ア
ム
は
、

岩
手
五
大

学
学
長
会

議

が

発

展
し
て
設

立
さ
れ
た

も
の
で

あ
る
が
、
震
災

後
は

、
平

成
二
十
三

年

度
文

部
科
学

省
「
大
学
等

に
お
け

る
地
域
復

興
の
た

め
の
セ
ン

タ
ー
的

機

能
整

備
事
業

」
も

活
用
し

、
「
地
域

を
担
う

中

核
的

人
材

育
成
」

を

進

め
て

い
る
。

そ

の
取
組
み

の
一

つ
の
「
中
核

的
人
材
育
成

事
業
」
と

し
て
、

各
校

に

お
い
て
共
通

科
目

の
「
い
わ
て

学
」
を
開

講
し

、
震

災
の
視
点

を
入

れ
つ
つ
岩
手
県

を
理
解
す

る
こ
と
を

目
指
し
て

い
る
。

ま
た
、
全
国

大

学
コ

ン
ソ

ー
シ
ア
ム
協
議
会

の
協
力

を
得
て
、

全
国
か

ら
講
師
を
招

聘

し

、
復
興
に
関

連
し
た
新

規
科
目

の
立
ち
上

げ
を
計
画
し

て

い
る
。
さ

ら
に

、
被
災
地

の
高
校
生

を
対
象
と
し

た
学
習

支
援
交

流
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を

実
施
し
、

高
校
生
と
共

に
次
世
代

の
人
材

育
成
に

つ
な
げ
て

い
く

取
組
み

を
行

っ
て

い
る
。

岩
手

大
学
で

は
、
岩
手

県
や
市
町

村
、
他
大

学
な
ど
と

連
携
し

、
生

活
復

興
支
援
、

産
業
復

興
支

援
並

び
に
地
域
防

災
拠
点
形

成
な
ど

の
取

組
み

を
通

じ
て

、
災

害
の
復

興

に
寄
与

す

る
人
材

の
育

成
を
、
「

オ
ー

ル
岩

大

パ
ワ
ー
」
で

進
め
て

い
る
と
の
説
明

が
あ

っ
た
。

三

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
フ
ロ
ア
ー
と
の
意
見
交
換

基
調
講
演
に
引
き
続
き
、「
東
北
被
災
大
学
に
お
け
る
こ
の
二
年
の

取
組
み
と
地
域
貢
献
-

被
災
学
生
支
援
、
被
災
大
学
支
援
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
そ
れ
を
受
け

て
の
フ
ロ
ア
ー
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
佐

藤
弘
毅
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
・
目
白
大
学
短
期
大
学
部
学
長

が
務
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
、
中
村
慶
久
岩
手
県
立
大
学
学
長
、
眞
瀬

智
彦
岩
手
医
科
大
学
災
害
医
学
講
座
教
授
、
藤
原
隆
男
富
士
大
学
学
長
、

徳
田
元
盛
岡
大
学
学
長
、
及
び
藤
田
成
隆
八
戸
工
業
大
学
学
長
の
五
名

で
あ
っ
た
。

岩
手
県
立
大
学
の
中
村
学
長
は
、
震
災
直
後
の
平
成
二
十
三
年
四
月

に
、
学
内
に
災
害
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
と
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
災
害
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教

職
員
や
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
被
災
地
域
の
復
興

を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
県
民

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た
。

震
災
前
か
ら
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
、
セ
ン
タ
ー
内
に
震
災
復
興
研
究
部
門
を
立
ち
上
げ
、
震
災
復

興
に
向
け
た
研
究
と
実
践
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
N
P
O
法
人
の
協



力
を
得
て
「
い
わ
て
G
I
N
G
A
-
N
E
T

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成

し
、
全
国
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
束
ね
な
が
ら
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
展
開
し
た
。

中
村
学
長
は
、
学
生
が
復
興
活
動
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が

成
長
す
る
姿
が
見
え
た
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
関
わ
っ
て
い
る
の
は
一

部
の
学
生
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
他
の
学
生
の
や
る
気
を
い

か
に
引
き
出
す
か
、
ま
た
、
引
き
出
す
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
を
い
か
に
行
う
か
な
ど
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
は
、

大
学
と
地
域
が
お
互
い
に
課
題
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
、
さ
ら
に
学
生
が
地
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
で
、
学

生
自
身
が
岩
手
の
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
は
何
か
で
き
る
の
か
を
学
生

自
身
に
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
抱
負
を
述
べ
た
。

岩
手
医
科
大
学
の
眞
瀬
教
授
か
ら
は
、
震
災
直
後
の
医
療
現
場
の
状

況
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
岩
手
医
科
大
学
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。
岩
手
医
科
大
学
は
、
県
内
各
地
の
県
立
病
院
に
医
師
を
派

遣
す
る
な
ど
普
段
か
ら
岩
手
県
の
医
療
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
。

震
災
直
後
か
ら
沿
岸
部
の
病
院
・
避
難
所
に
対
す
る
医
療
支
援
や
、
患

者
を
内
陸
部
に
搬
送
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
大
学
関
係

者
が
岩
手
県
の
災
害
対
策
本
部
に
派
遣
さ
れ
医
療
面
で
の
調
整
役
を
担

う
ほ
か
、
県
か
ら
の
要
請
に
よ
り
災
害
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結

成
し
、
沿
岸
部
の
避
難
所
の
医
療
支
援
の
調
整
を
行
っ
た
。
学
生
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募
金
活
動
を
行
っ
た
り
、
医
科
大
学
な
ら
で
は
の
、
医

療
面
に
特
化
し
た
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
た
り
し
た
。

平
成
二
十
五
年
四
月
に
は
災
害
時
地
域
医
療
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
災
害
医
療
の
活
動
・
研
究
拠
点
や
災
害
医
療
に
対
応
す
る
人

材
の
育
成
な
ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
今
後
は
震
災
時
の

活
動
を
総
括
し
、
岩
手
県
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
で
役
立
つ
災
害
時
の

対
応
指
針
の
策
定
に
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

岩
手
県
の
医
師
不
足
の
状
況
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
さ
ら
に
加

速
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
眞
瀬
教
授
は
、
岩
手
医
科
大
学

は
、
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
災
害
に
対
応
で
き
る
医
療
を
学

べ
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
み
に
し
て
、
学
生
や
研
修
医
の
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

富
士
大
学
の
藤
原
学
長
は
、
ま
ず
、
平
成
十
八
年
に
設
置
し
た
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
、
学
生
に
よ
る
災
害
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
富
士
大
学
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
を
講
義
単
位
の
一
部
に
振
り
替
え
る
こ
と
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
や
す
い
体
制
を
整
え
た
と
い
う
。
ま
た
、

教
育
研
究
活
動
の
結
果
を
地
元
の
花
巻
市
な
ど
に
還
元
す
る
取
組
み
を

進
め
て
い
る
。

中
国
・
韓
国
の
留
学
生
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
関
し
て
も
報
告

が
あ
っ
た
。
留
学
生
は
ほ
ぼ
全
員
が
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
も
の
の
、
多

く
の
留
学
生
か
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
留
学
生
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
活
動
も
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
一
過
性
で
な
く
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
が
、
幸
い
に
も
富
士
大
学
は
運
動
部
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
運



動
部
を
中
心
と
し
て
地
域
の
要
望
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
好
評
で

あ
る
と
、
藤
原
学
長
は
付
け
加
え
た
。

盛
岡
大
学
の
徳
田
学
長
か
ら
は
、
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
る
被
災
地
の
図
書
館
支
援
や
文
化
財
修
復
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。
図
書
館
資
料
の
保
存
と
修
復
に
関
す
る
研
究
活
動
や
、
被
災
地

の
公
立
図
書
館
・
学
校
図
書
館
の
復
旧
・
復
興
活
動
と
人
材
育
成
活
動

に
力
を
注
い
で
い
る
。
ま
た
、
現
地
に
し
か
な
い
郷
土
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
。

な
お
、
徳
田
学
長
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
持
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
恒
常
的
な
組
織
の
仕
組
み
が
今
後
必
要
に
な
る
だ
ろ
う

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
青
森
県
の
八
戸
工
業
大
学
の
藤
田
学
長
か
ら
、
震
災
直
後

か
ら
行
っ
て
い
る
、
教
職
員
・
学
生
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
八
戸
工
業
大
学
は
、
創
立
当
初
か
ら
地
域
貢

献
を
重
要
視
し
て
お
り
、
震
災
直
後
に
設
置
し
た
「
防
災
技
術
社
会
シ

ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、

災
害
対
応
型
街
づ
く
り
な
ど
、
大
学
の
も
つ
技
術
を
震
災
復
興
に
生
か

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
の
成

果
を
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
の
発
表
を
通
し
て
、
地
域
住

民
に
還
元
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
の
一
年
間
、
教
職
員
の
給
与
の

一
％
を
被
災
学
生
支
援
の
た
め
に
拠
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
教
職
員
が
賛
同
し
て
く
れ
た
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
青
森
県
内
の
被
害
は
、
ほ
と
ん
ど
が
八
戸
市

に
集
中
し
て
い
て
、
他
の
地
域
は
あ
ま
り
被
害
が
な
い
た
め
、
青
森
県

内
で
は
震
災
に
対
す
る
関
心
が
あ
ま
り
高
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
と

い
う
。
藤
田
学
長
は
、
防
災
意
識
を
広
げ
た
り
、
学
生
を
も
っ
と
復
興

事
業
に
巻
き
込
ん
だ
り
し
て
い
く
に
は
、
よ
り
効
果
的
な
仕
掛
け
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
語
っ
た
。

四

決
意
表
明

納
谷
廣
美
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
副
会
長
・
明
治
大
学
学
事
顧

問
か
ら
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
尽
力
さ
れ
た
方
々

に
対
す
る
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
た
あ
と
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る

大
会
宣
言
（
後
掲
）
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
拍
手
を
も
っ
て
こ
れ
を
満
場

一
致
で
採
択
し
た
。

最
後
に
、
大
沼
淳
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
副
会
長
・
文
化
学
園

大
学
理
事
長
・
学
長
の
あ
い
さ
つ
で
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
会
し
た
。

五

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
い
わ
て
高
等
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

が
共
催
と
な
っ
た
こ
と
で
、
設
置
の
形
態
を
超
え
て
、
国
立
大
学
、
公



立
大
学
及
び
私
立
大
学
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
国
立
大
学
や
公
立
大
学
の
事
情
や
取
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
も
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
二
年
半
が
過
ぎ
た
が
、
復
興
が
軌
道
に
乗

っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
現
状
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
被
災
地
や
被

災
者
へ
の
支
援
も
、
一
時
の
熱
が
冷
め
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
の
よ
う
に
、
被
災
学
生
や
被
災
大
学
へ
の
支

援
活
動
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
取
組
み
が
す
べ
て
の
高
等
教
育
機
関

に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
関
係
者
が
つ
ね
に
関
心
を
も
ち
、
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
岩
手
大
学
の
藤
井
学
長
が
触
れ
て
い
た
が
、
震
災
後
す

で
に
三
回
の
入
学
者
を
迎
え
、
中
学
・
高
校
は
す
で
に
全
員
が
震
災
発

生
後
に
入
学
し
た
生
徒
に
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
四
年
制
大
学
も
学
生

の
半
数
以
上
が
震
災
後
の
入
学
者
に
な
っ
て
い
る
。
幼
い
と
き
に
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
た
学
生
も
い
ず
れ
大
学
に
入
学
し
て
く
る
こ
と
に

な
る
が
、
幼
い
こ
ろ
の
こ
の
よ
う
な
体
験
は
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
心
の
中

に
残
っ
て
お
り
、
外
見
上
は
問
題
が
な
い
よ
う
に
見
え
て
も
、
心
の
問

題
を
抱
え
た
ま
ま
入
学
し
て
く
る
学
生
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
被
災
地
の
大
学
に
限
ら
ず
、

被
災
地
以
外
の
大
学
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
学
生
の
心
の
ケ
ア
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

最
後
に
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
の

方
々
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
配
付
資
料
や
発
表
資
料
は
、
日
本

私
立
大
学
団
体
連
合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。
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